
国立嘉義大学
National Chiayi University

年度
受入・派遣

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

学生の受入 37 11 24

学生の派遣 7 9 22

研究者・職員の受入 7 2 4

研究者・職員の派遣 3 3 23

●学部学生 約10,352人 ●大学院生 約2,905人 ●教職員 約853人
ホームページ http://www.ncyu.edu.tw/

交流協定締結年月日：2013年4月25日 主管学部：創造工学部

交流実績（平成２９年度～３１年度）

国立嘉義大学での協定調印式(H25.4.25)

現在の国立嘉義大学は、2000年に国立嘉義技術学院と国立嘉義師範学院の合併によってできたもので、台湾
中南部の嘉義県（台中と台南の間）に位置する。師範学院、人文芸術学院、管理学院、農学院、理工学院、生命
科学院、獣医学院の７学院（日本の学部に相当）からなり、4キャンパスに分散する。
嘉義へは、高松空港から台湾への直行便を利用すれば、5時間程度で到着できる。北回帰線の通る町として知

られるが、近年では映画KANO、国立故宮博物院南部院区の開館など話題の多い地域である。また近隣では阿
里山が観光地として有名である。
近年は相互の複数の学部が交流しており、交流は拡大している。

国際交流の特色

教員からの声 学生からの声

国立嘉義大学（嘉大=ジィアダー=カダイ）は、複数教育機関の合
併によってでき、７学部（交流締結当時は６学部）4キャンパスを

有する地方国立大学であり、まるで香川大学（カダイ）と双子の
ようです。前身の一つである嘉義農林はかつて甲子園の中等学
校野球で準優勝した歴史があり、映画“KANO”でよく知られてい

ます。農学関係では蘭の育種も有名です。香大と嘉大は複数の
学部（工学・教育学・農学関連分野）で交流を行っています。宮
川先生と私も、蘇（スー）先生と共同研究を行っている関係で、
学生を見学に連れて行ったり、先方から学生が実験しに来たり、
交流を行っています。距離が近く、治安もよく、フレンドリーな台
湾の大学をぜひ訪れてみてください。

創造工学部教授 須崎嘉文

2013年10月から半年間、特別聴講生として香川大学に
来ています。日本ではいろんな場所で優しい人たちに出
会ったこと、新年に餅を作ったこと、成人式に参加して振
袖を着たことなどがいい思い出です。
國立嘉義大學は香川大学と同じで、四つのキャンパスが

あります。教員、クラスメイトや近所の住民はとても親切
で、いろんな人に出会うことができます。沢山美味しい食
べ物も食べられます。台湾でいい思い出を作りましょう。

平成25年度 工学部 特別聴講生 林 靜

台湾


